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本日の内容

１．内航海運の現状

２．現状を踏まえた「課題」、講じている「対策」

３．残された課題

４. 各地域の「船員確保チャレンジ事業」による取組
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１．内航海運の現状
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1.1 日本国内の海事クラスター関係産業

•わが国の海事クラスター構成

SHIPPING NOW 2022より

4



Japan Federation of Coastal Shipping Associations

1.2 海事クラスターにおける内航海運

• 内航の従事者数は8.6万人で、海事クラスター内でも最大規模

• 売上高は1.2兆円

• 使用する船舶のほぼ全てを国内発注

• 日本人船員の最大の雇用先
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1.3 物流事業における内航海運

国土交通省統計資料より（平成30年データ）
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1.4 国内貨物輸送における内航海運の役割

•内航海運の輸送分担率（ﾄﾝｷﾛﾍﾞｰｽ）は約40％

•長距離貨物を中心に自動車に次ぐ重要な輸送機関
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1.5 貨物輸送における分担比率の国際比較

・内航海運の輸送分担率の高
さは我が国が圧倒的
・島国としての地理的特性
・国策としての臨海工業地
帯の整備

・日本の内航海運は世界の中
でも独自の発展を遂げ、我が
国の経済発展に大きく寄与
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1.6 主要品目別内航輸送量

• 内航貨物の約9割は、石油、石灰石、鉄鋼等の産業基礎物資。

• これに関する産業（鉄鋼、自動車、セメント、石油等）にとって内航
輸送は代替のきかない生命線。

23
153,82
3

百万トンキロ

令和４年度
輸送活動量

トンキロベース合計

162,663
百万トンキロ
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1.7 鉄鋼輸送の概観

23
153,823
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1.8 セメントの物流体系

23
153,823
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1.9 内航船舶①～専用船化の進展（1）

一般貨物船

特殊タンク船油送船

ケミカル船
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1.10 内航船舶②～専用船化の進展（2）

コンテナ船

石炭専用船

セメント専用船

ＲＯＲＯ船
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1.11 内航船舶③～大型化の進展

• 1隻当たりの平均総トン数は増加し、船舶の大型化が進んで
いる。
（平成元年を100としての指数）
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1.12 内航船舶④～船型別構成

• 内航船舶の船型別構成を登録船（100総トン以上）でみると隻
数比で499総トン以下が66％となっている。

隻数合計
5,050隻
（構成比％）

令和6年3月31日現在
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1.13 内航海運業界の構造

• 内航海運業界は荷主や内航事業者から運送を請け負うオペレーターと
そのオペレーターに船と船員を提供するオーナーの重層的構造

登録貸渡事業者 867社の内 約6割が
1隻所有の船主
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1.14 内航海運の長所①～輸送の効率性

•大量・長距離輸送を行うための効率性が高い

約６分の１
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1.15 内航海運の長所②～環境負荷の低さ

• エネルギー効率が良いため地球にやさしい

約５分の１
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1.16 内航海運の長所③～省力性

•少人数で大量の貨物を運べる。

・内航海運輸送量を陸上で代
替は交通環境を考えても困難。
・内航海運は輸送効率が高い
輸送機関である。
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1.17 輸送量①～長期的推移

• 内航の輸送量は国内の産業の変化により総量としては漸減傾向
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1.18 輸送量②～直近（貨物船）

• コロナ、ウクライナ紛争を受けた国内経済物流の停滞により
輸送量も低迷
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1.19 輸送量③～直近（油送船）
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1.20 輸送実績の推移＜輸送量＞（指数表示）

•内航貨物輸送実績の推移はなだらかに減少している
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1.21 船舶の高齢化

• 船舶の代替建造（新造船の建造）が進まず、法定耐用年数
（14年）を超える船舶が全体の約7割に達している

約7割
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1.24 船員の確保難①

• 若年船員は増えているものの、なお50歳以上が半数近くと高齢化

内航貨物船船員の年齢構成の推移（2014年から2023年毎年10月の値）

30歳未満の船員割合は平成26年13.0％→令和5年19.1%
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1.22 船員の確保難②

• 新規就業者数がR1年をピークに減少傾向
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1.23 船員の確保難③

• 貨物トン数の減少にも関わらず、働き方改革の影響等から船員の採用は活発。

• 全産業的な労働力不足も影響し、内航貨物船員の有効求人倍率は記録的な水
準で、未曽有の船員確保難が続く。。

内航貨物船船員の有効求人倍率の推移
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2．現状を踏まえた「課題」、講じている「対策」
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２．課題と対策（安定輸送の確保）

（ア）安定輸送の確保

◆内航輸送は国内の産業、経済、暮らしに欠かせない社
会的なインフラ

◆特に、鉄鋼、石油、セメント等の産業基礎物資の輸送
については、内航輸送に代わる代替手段はなく、内航
輸送は我が国の製造業と生活を支えるサプライチェー
ンの生命線

◆こうした役割に鑑みれば、安定輸送の確保こそが内航
海運の最大のミッション

◆そのための当面の課題は、①船員の維持・確保、②船
舶の維持・確保
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２．課題と対策（安定輸送の確保）

（若年船員の確保）

• 積極的な採用活動（学校訪問、資格取得支援等）

• 新たな船員確保ルートの開拓（陸域からの転職、自衛隊OB）

（職場環境の改善・定着率の向上）

• 労働条件の改善・働き方改革（賃金、休暇、作業内容、居住環境等）

• そのための設備投資等

内航海運事業者の取組み

①船員の維持・確保

◆船員の維持・確保は今や内航海運にとっての最大の課題
◆船員の養成には一定の技能確保が必要であり、公的機関を中心と
する船員養成施設が大きな役割。

◆加え労働関係事項については、海陸で法制度、担当機関が異なる。
◆このため、事業者、業界、国の連携が特に重要。
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２．課題と対策（安定輸送の確保）

（若年船員の雇用）

• 国と連携した若年船員雇用支援（計画雇用促進助成）

（船員志願者の増加に向けた取組み）

• 船員教育機関との連携・支援（応募活動、教育活動、学生支援（奨学金））

• 中途採用拡大の支援（民間6級短期養成コースの支援・奨学金創設等）

• 就職支援（インターンシップ支援、就職セミナーの開催・支援）

• 女性船員増加策検討（ジェンダーレス船員対策検討会）

内航海運業界の取組み

①船員の維持・確保

就職セミナーの様子 保護者への内航説明会
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２．課題と対策（安定輸送の確保）

（船員志願者の裾野の拡大・内航や船員に対する認知度の向上）

• 小中キャリア教育への参画

• YouTube等による発信／ネットニュース掲載

（働き方改革の支援）

• 労務管理責任者講習等

• 荷主の理解の醸成（荷主対話の実施等）

（その他）

• 地域における船員対策活動の支援（船員確保チャレンジ事業）

内航海運業界の取組み

①船員の維持・確保

2022年公式YouTubeCH開設 船員確保チャレンジ事業
（大阪海運組合）
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② 船舶の維持・代替

• 合理化、効率化による船舶維持経費の削減

• 荷主等の価格転嫁の理解増進

• 荷主等の理解を得た代替建造の促進

内航海運事業者の取組み

• 船舶建造等に係る税制（特別償却、買替特例、中小企業投資促進税制）

• JRTT共有建造制度の継続・改善

内航海運業界の取組み

２．課題と対策（安定輸送の確保）

• 内航貨物需要の漸減傾向、建造船価の高騰等から、代替建造の見合
わせが進んでおり、内航船の高齢化が進展。

• 安定輸送に加え、輸送の効率化、環境負荷の軽減、船員労働環境の
改善のためには、代替建造の促進が必要。
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２．課題と対策（社会的変化への対応）

◆環境問題、物流問題等、内航海運を取り巻く環境は大きく変化

◆内航も、これらの環境の変化に対応えしながら役割を果たしていく必要

① カーボンニュートラルに向けた取組み

② モーダルシフトの推進
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２．課題と対策（社会的変化への対応）

①カーボンニュートラル

• 大型船の新燃料化（LNG船等）

• 小型船の省エネ化（連携型省エネ船等）

• バッテリー船、バイオ燃料活用等の試行

① カーボンニュートラルに向けた取組み

◆内航については外航のような直接的な規制・規律がなし。
→今後、排出権取引の義務化、化石燃料に対する賦課金等、いわば経済的手法
の下で、各企業の経営判断により対応を進めていくことが前提。

◆内航については船舶の大きさ等の制約があり、外航と異なり、対応の技術的な
道筋の不透明度が高い。
→当面、既存の船舶の省エネ化と、さまざまな手段の導入を模索していく段階。
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２．課題と対策（社会的変化への対応）

②モーダルシフトの推進

• トラックを利用してきた小規模の荷主、小規模の物流事業者等に対する

認知度の向上

• シャーシ等の整備、物流業者との連携

• （将来的には）船舶の更なる大型化、増便、新規航路の開設等

② モーダルシフトの推進に向けた取組み

◆ 2024年問題を受け、鉄道・海運へのモーダルシフトに大きな期待
◆トラックからの転移が見込まれる、RORO船、コンテナ船は、2024年を見据
え、すでに船舶の大型化や新規航路の就航等を行ってきたところ。

◆しかし、現時点では輸送量の顕著な増加にはつながっておらず。フェリー
と異なり、シャーシへの転換や両端でのドレージ手配を要する内航船への
転移には、なお、一定の時間が必要。
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3．残された課題
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３．残された課題 ①船員

①ー１ 船員養成のあり方

◆内航船員は技能労働者であり、その養成には公的機関
が中心となって対応。

◆その中心となる海技教育機構（JMETS）校［4級］は、
内航の採用数（800-1000人／年）に対応するだけの学
生を養成しておらず（400人程度）。

◆このため、内航は、必要な船員を、水産高校［5級］、
商船系高専［3級］、さらには業界が中心となって立ち
上げた民間［6級］養成機関等で調達しているところ。

◆学校の本来の設置目的、教育内容と、就職の実態との
乖離もある中、今後、持続的な船員養成のために何を
すべきか。
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３．残された課題 ①船員

①ー２ 職業選択の流動化・就職決定の遅行化への対応

◆近年、終身雇用的労働慣行が崩れ、労働市場は、転職
の活性化等、流動化を増しているところ。

◆また、これに平仄を合わせるように、若者が職業選択
をする時期についても遅行化が進む。

◆こうした中で、これまでは船員という専門性の高い分
野で機能してきた効率的な制度が、現在の新たな環境
下では桎梏となっている面も出てきている。
➢ 職業紹介の仕組の海陸分離（ハローワーク等）。
➢ 技能養成の新卒者への過度の依存・転職市場の軽視。
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３．残された課題 ②船舶

②ー１ 船舶建造に当たっての荷主の理解

◆貨物需要の減少が見通される中で、耐用期間が長期に
及ぶ内航船への投資は、内航事業者からも荷主からも
忌避され、船舶の高齢化が進展。

◆しかし、近年の船舶の高齢化は限界に近い。安定輸送、
輸送の効率化、環境負荷の低減、船員の労働環境の改
善の観点からも、代替建造の促進は必要。

◆今後の安定輸送のためにも、代替建造に対する荷主の
理解を得ていくことが必要。
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３．残された課題 ②船舶

②ー２ 持続的な内航船建造・修繕体制の確保

◆内航船や漁船の建造需要が減少する中で、これらの船
舶を建造する中小造船所は大幅に数を減じており、造
船所の働き方改革による稼働率の低下も相まって、建
造・修繕能力は大幅に低下。

◆現在、中小造船所の内航船の年間建造実績は80-90隻程
度まで減少。今後の先行きにも不安。

◆加え、修繕ドックも減少しており、内航各社は修繕
ドックの確保にも窮している状態。

◆中小造船業の側でも、建造需要の減少や、人手不足、
技術者の引退等もあり、今後の先行きに不安を抱えて
いる状態とも聞く。
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３．残された課題 ③技術開発

③ 内航船に係る技術開発

◆内航船についても、今後は、カーボンニュートラル対
応、自動運航対応等、新技術の導入が必須。

◆しかし、内航船の建造を行っているのは中小造船所で
あり、新たな技術の開発主体になるには限界。

◆一方で、内航事業者も中小規模の事業者が多く、外航
のように海運企業が自ら技術開発のリーダーシップを
取っていくのは困難。

◆こうした中で、内航船の技術革新をどのような体制で
進めていくのか。国、海技研、JRTT、日本財団の役割
はどうか。舶用工業や内航事業者による連携体制（内
航ミライ研）をどう考えるか。
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4．各地域の「船員確保チャレンジ事業」による取組

43



Japan Federation of Coastal Shipping Associations

4. 船員確保チャレンジ事業の目的・仕組み

• 内航貨物船の船員不足に対応するため、全国各地で実施される船員対策
事業を助成（原則として対象費用の8割が上限）。

• これを通じた暫定事業終了後の各地域の組合等の活動の活性化

事業の目的

事業の仕組み

内航総連会員5組合
全国の船対協 等 内航総連

（船員対策委員会）

助成金の申請

・小中高生、その保護者等への内航海運のPR

・学生、社会人等を対象とした内航海運への就職の働きかけ

・組合員の船員確保育成の支援

・全国展開が可能な新たなPR活動等

助成対象事業

44



Japan Federation of Coastal Shipping Associations

4.（イ） 船員養成機関の学生等の就職支援

①業界独自の就職セミナー

関心が高いのは、給料、休日、船内環境のこと

中国地区内航船員対策協議会主催の「第2回内航船員就職セミナー
in 境港」が境港市にて令和６年７月１３日に開催され、多数の高
校生が参加

セミナー会場の様子
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4.（イ） 船員養成機関の学生等の就職支援

②JMETS学生の内航船見学会

見学会には波方海上技術短期大学校より約80人の学生が参加

全国内航タンカー海運組合が、国立波方海上技術短期大学校の学生
を対象に、内航タンカ－の見学会を令和６年9月9日愛媛県松山市の

三津ふ頭にて開催
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4.（イ） 船員養成機関の学生等の就職支援

③オープンキャンパスへの学校OB派遣

 

全国内航タンカー海運組合では令和6年4～12月にかけて、船員養成学校
の入学者確保バックアップとして、各養成学校のオープンスクールへ学校
OB（船員）を派遣し、内航船員の仕事等の説明を行った

口之津海上技術学校オープンスクールの様子
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4.（ウ） 陸上からの転職採用の促進

①ハローワークとの連携（九海連）

九州地方海運組合連合会ではハローワークを訪れる一般求職者向けに、
船員の仕事をPRするポスター、6級海技士短期養成講座受講費用の奨学
金制度紹介パンフレットを作成し、ハローワークにて活用

ハローワーク下関 八幡公共職業安定所若松出張所 6級海技士紹介パンフレット
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4.（エ） 小中校生・保護者へのPR

①パンフレットの作成（日生組合）

日生地区海運組合では一般の若年層やその保護者を対象に、内航
海運のPRパンフレットを作成
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4.（エ） 小中校生・保護者へのPR

②イベント用の着ぐるみ作成（大阪組合）

大阪海運組合では令和6年11月に行われた天保山まつりにブースを
出展し、これに合わせ、ゆるキャラ「かいりちゃん」の着ぐるみ
を製作し、来場者の注目を集めた

「かいりちゃん」と記念撮影 イベント中の様子
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4.（エ） 小中校生・保護者へのPR

③船のポスターコンクール
（山口組合、徳島組合、香川組合）

山口県、徳島県、香川県で開催された、瀬戸内デザイングランプリ2024に、
各組合が共催した。３県に在学する小中高校生児童を対象に「船」をテー
マにポスターコンクールが行われた。

香川県グランプリ山口県グランプリ 徳島県グランプリ
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4.（エ） 小中校生・保護者へのPR

④商船高専練習船体験乗船
（日生組合）

日生地区海運組合では令和６年８月２４日に弓削商船高等専門学校
の練習船「弓削丸」を活用し、日生市内の小学校、中学校生徒並び
に一般市民を対象として乗船体験を実施し内航海運をＰＲ

練習船「弓削丸」 船内にて船や船員の仕事を説明する様子
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4.（エ） 小中校生・保護者へのPR

⑤ビジョン広告（徳島組合）

徳島県内航海運組合ではモデルを活用し、徳島市役所前ビルの液晶
広告スペースを活用し、内航船員のPR広告を行った

広告期間
令和７年２月１４日～３月８日
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4.（エ） 小中校生・保護者へのPR

⑥海洋少年団の乗船体験（近畿船対協）

近畿内航船員対策協議会では令和６年１０、１１月の三連休を使い、
大阪みなと海洋少年団及びその保護者を招き、乗船体験を実施し内
航海運をＰＲ

ブリッジ見学（船長講話・航海機器等説明） 甲板見学の様子

54



Japan Federation of Coastal Shipping Associations

4.（エ） 小中校生・保護者へのPR

⑦チョークアート（東北船対協）

東北内航船員確保対策協議会では宮城県内６校の小学校にて、チョー
クアートを使い、内航海運の魅力を伝えた

小学生が船の説明を受けたり、チョークアートで船を書いた様子
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4.（参考） 総連が行っている事業の活用

①イベント等へのVR貸出（1）

VR･ARを活用した仮想乗船体験システムの製作を弓削商船高等専門
学校に依頼、令和６年９月より各地海運関係イベント等で貸出を開始

ＶＲコンテンツ
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4.（参考） 総連が行っている事業の活用

①イベント等へのVR貸出（2）

海事関係イベントにおけるVR体験の様子
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4.（参考） 総連が行っている事業の活用

②イベント等へのパンフ、ノベルティ提供

内航海運の活動

ペーパークラフト

What is 内航海運 Oen Note トートバック紙うちわ

マンガ
「船の仕事ってなに？」
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4.（参考） 総連が行っている事業の活用

③イベント等の発信の支援
（マイナビニュース、YouTube等による取材･発信）

（各地域）

マイナビニュース YouTubeチャンネル

TikTokチャンネル
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4.地域における活動の活性化に向けて

◆内航総連は、船員の確保のためには、個社や中央での対応だけでな
く、地域単位での活動が有効だと考えています。

◆また、地域の組合等については、暫定措置終了後においても、地域
の内航組合員のための公益的な活動の核としての役割を果たしてい
ただきたいと考えています。

◆「船員確保チャレンジ事業」は、こうした考え方から、目下の内航
の最大の課題たる船員確保活動に、みずからの意思で取り組もうと
する組合を支援するために、行っているものです。

◆新たな取組をする以上失敗することもあるかも知れません。それで
も果敢に挑戦をしようとする組合等を、チャレンジ事業は応援して
いきたいと考えています。

◆全国各地で様々な取り組みが始まっています。他地区の例も参考に、
是非積極的な申請をお待ちしています。
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ご静聴ありがとうございました
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